
福岡県『ワンヘルスの森づくり』に着手!! 

 

福岡県では、令和４年３月末にワンヘルスを推進するための「福岡県ワンヘルス行動計画」

が策定されました。 

 

その行動計画には、以下の『７つの柱』が設定されています。 

１ 人獣共通感染症対策 

２ 薬剤耐性菌対策 

３ 環境問題 

４ 人と動物の共生社会づくり 

５ 健康づくり 

６ 環境と人と動物のより良い関係づくり 

７ ワンヘルス実践の基盤整備 

 

 特に、「５ 健康づくり」の重点施策として『ワンヘルスの森づくり』が計画されていま

す。 

 福岡県では、自然とのふれあいを通じた健康づくりと、「人と動物の健康及び環境の健全

性は一つ」というワンヘルスの理念を実践できる場を提供するため、「四王寺県民の森」を

「ワンヘルスの森」として整備される予定です。 

 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/160349.pdf 

 

 本日は、「ワンヘルスの森づくり」に熱心に取り組まれている大野城市選出の井上順吾・

福岡県議会議員のブログをご紹介させていただきます。 

 

  

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/160349.pdf


『 ワ ン ヘ ル ス の 森 』 

 

「福岡県立四王寺県民の森センター公園」 

場所：福岡県糟屋郡宇美町大字四王寺 207 

 

ワンヘルスの理念は、平成 5年（１９９３年）に開催された世界獣医師会世界大会で採択

された「人と動物の共通感染症の防疫推進や人と動物の絆を確立するとともに平和な社会

発展と環境保全に努める」という「ベルリン宣言」が端緒とされています。 

 そして、平成１６年（２００４年）、アメリカ・ニューヨークのロックフェラー大学で開

催された「ワンワールド・ワンヘルス」をテーマとするシンポジウムに集結した世界保健機

関（ＷＨＯ）や国際獣疫事務局（ＯＩＥ）、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）など世界中の

専門家が感染症リスクの抑制を図る戦略的枠組みとして提示した１２の行動計画(マンハ

ッタン原則)を経て、平成２４年（２０１２年）に世界獣医師会と世界医師会が「ワンヘル

ス推進の覚書」を調印したことで、ワンヘルスの取組は、医学と獣医学の垣根を超えて世界

に広まることになりました。 

（「順吾の一日」より抜粋） 

 

http://blog.livedoor.jp/jungogo/archives/52469763.html 

 

 

２０２２年５月２２日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 

 

http://blog.livedoor.jp/jungogo/archives/52469763.html

